
6．岡山県  

」  

岡山大学医学部・歯学部附属病院  
●・‥・・…‥・……＝＝●◆＝＝＝＝●●＝＝＝‥●■■‥‥‥‥‥■  

産婦人科外来⑳086－235－7938  

産科病棟⑳086－235－7894  
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（岡山県資料）   周産期オープンシステム共通診療ノート  

岡山大学病院における  

周産和才ーブッシュテム  

局農期7一丁ソシュテムとは、せ嬉好誼と分娩とモれぞれ別の鞄没で行  

うものです。指E合併荘中呵5カのリユつをあ持ちの妊婦さんEこのシ  

ステムの利短とゐ肖めします。 ‾  

妊妓していることガわかった5、好肢20選言で巳旦注し、妊始35王当家で  

は情E実景ガなければ、近＜あ診夜即嘱院ご姓姑曙且多と受けましょ  

う。モして、36濁か5は大学病院で妊婦厚誼を受口ましょう．分娩は富  

原体馴の喋っ丘大学肩尻で行ってい亡だ＜ことにより、より安全なぉ虚  

をしていとどくことをめざしています。  

モの他、次のようぢメリットもあります。  

・田沼学純なと大学朽院ご行っていうものに参加てさます．  

・途中、出血や児痛ガ点こり、モの暗かかりつけの先生ガゐ好守のこと   

ガあうかもしれま亡ん．モのよつな時はいつて匂大字窮民て診祭ガ受   

け5れます．  

・お産E仏力かりつけの先生に立ち会っても5うことも可能亡す。  

詳しい案内荘参加底臨投にあいておりますのでご篭下さい。  

このシュテム全判侍して各々のメリットと生かし、より安全なお匿をし  

ていただ＜ことガ出来ます．  

Op宇田 5YSr2nl   

Materni【y Nc＝ebDOk  

疇レ  

■【‾－…   下i  

氏   名  

分娩予定日・ ・匿  月   日（し人膚．乱．B8T．体外受lむ  

妊 娠 巴  
1．  虎   男  ′．♀  息 綬庄．帝切．汲鼠 中絶  

2．   鹿   沼 J．軍  2．盟臥語切．隠 中絶  

3．   放   題  √．軍  g，鰹『．帝切．先皇．中晩  

4．  最   週 J．‡  ＆ 姥膵．帝切．栗鼠 中稔   

検査結果  
血汲聖（  ）塑．恥（  ）  

愉抗原  ／  和良診  クラユ  

HCV抗1革  ／  血穂   汀唱／d  

碍等  ／  不筑創抗体  

W抗体  ノ  F∝   万  

i；．シ ■ll   倍  ／  Ⅵ旧C  

A■TL  ノ  Hb   ‡舟  

ウラミすア枯  ／  n【   方  

トモリブうユ？  ／  

妊礪9週－10沼の  

CRし測定の写真と  

肺して＜ださい，  

ハイリユク更琶（なし．あり）  
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産期オープンシステム共通診療ノート  （同山県資料）  

柏 特 約 明 代 恥 叫 告 祖 ほ 沌 5 0            CRL 瓜人【沌03 ーー9～X 11咋 ‥・別保 1†亡ヽ ・・・5￥ ●仇．① ．奏l舅  
6      丁     8     8     tO    †1    l   

診 療 ノ ー ト  
MEMO   
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周産期オープンシステム共通診療ノート  （岡山県資料）   

●外釆診殿日   

初三参 月・不   
再診 月・水・毒  
エ・已・祝累日と雷天王始は抹診  

●受付時間   

初診 B：30”12：00 丘   

再診 予拘時間までに受付  

皆抜に快速でかつ三舎な出産乞迎えてい  
丘ど＜ため．このノートEより鞋診距忍周  

ご椅威交換と行い家す．   

笹診P緊急時の宝診の漂は、巧手手帳と  

共E忘れすにお持う＜ださい。   Ⅶ診一地域医應蓮挽室乏通して、綴介元の濫読（打かりつけ医）  

ガ予均ととり差す．  

再∂一妊婦さんご本人放基線人科外来仁電葛として予知全とリ  
予 柑  
受  
付   
予約芸たは手相か変電  
平日14：0ロー16：00にゐ貼＜どさい．  

農婦人月外来 OB6－235－7938（畠連）   

あ  平日（8：30－t7：00）  

向 しヽ  産婦人胃外来 086－235一丁938（直通）   

わ  休日・時間外  せ  
産科同躁  OB6－235一丁89A（直通）  

黒 急                 周監母子センター坪尻迎巳l月IBより〉086－235一丁894（直通）   

遵 隠  沢井院愕は救急・時間外入口か5あ入りください．   

岡山大学病院 左婦人科 ＿  
▼7叩・1550  
同山市電臼■I．5．1  
I【18轟0．け】・71il＝u  
U尺Ih‖pイ／－－－．hlく○ヒoI川lO・UO【．blhO～  
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（岡山県資料）  

初期妊娠リスク自己評価表（A）   

（妊娠が分かった時に確かめましょう）  

1．あなたがお産をするときの年齢は何歳ですか？  

16‾34歳‥0点、35■39歳：1点、15歳以下二‾偵、40歳以上：5点 ＿旦  

2．これまでにお産をしたことがありますか？   

はい‥0点、いいえ初めての分娩です二1点  ＿＿旦  

3．身長は150cm以上ですか？   

はい＝は いいえ150cm未満です二1点  ＿＿＿＿＿旦  

4．妊娠前の体重は何k gですか？  

65kg未満：0点、 65－79kg：1点、80－99kg：2点、100kg以上：5点  

5．タバコを1日2D本以上吸いますか？  

いいえ：0点、 はい：1点  

6．毎日お酒を飲みますか？  

いいえ■ 0点、 はい：1点  

7．向精神薬を使用していますか？  

いいえ■ 0点、 はい：2点  

＿＿＿旦  

血旦  

8．これまでに下記事項にあてはまればチェックしてください  

（）高血圧があるが薬は服用していない、（）先天性股関節脱臼  

（）子宮が人検診での異常（クラスⅢb以上）があるといわれた、（）肝炎   

（）心臓病があるが、激しい運動をしなlナれば問題ない   

（）甲状腺疾崇があるが症状はない、（）糖尿病があるが実は服用も注射もしていない  

（）風疹の抗体がない  

＊チェック数×1点＝  

9．これまでに下記事項にあてはまればチェックしてください   

（）甲状腺疾患があり管理不良、（）SL∈、（）慢性腎炎、（）精神神経疾慧  

（）気篭支喘患、（）血液疾患、（）てんかん、（）Rh陰性  

＊チェック教×2点＝   
句  

10．これまでに下記事項にあてはまればチェックしてください  

（）高血圧で藁を服用している、（）心臓病があり、少しの運動でも苦しい  

（）糖尿病でインスリンを注射している、（）抗リン脂質抗体症候群といわれた  

（）川∨陽性  

＊チェック数×5点＝－ ∴旦  
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（岡山県資料）  

後半期妊娠リスク自己評価表（B）  

（妊娠20～36週に再度チェックしましょう）   

1．妊婦健診は定期的にうけていましたか？  

受けていた：0点、 妊婦健診は2回以下であった：1点   

2．Rh血液型不適合があった方にお聞きします  

抗体は上昇しなかったといわれた：0点  

抗体は上昇し赤ちやんへの影響が考えられるといわれた：5点   

3．多胎の方にお聞きします  

2卵性双胎二1点、 赤ちやんの体重差が25％以上ある2卵性双胎：2点  

1卵性双胎あるいは3胎以上の多胎：5点   

4．妊娠糖尿病といわれている方にお聞きします  

食事療法だけでよい：1点、 インスリン注射を必要とする：5点   

5．妊娠中に出血はありましたか？  

なし：0点、 20週末満にあった：1点、 20週以後にあった：2点   

6．破水あるいは切迫早産で入院しましたか？  

なし：D点、 34週以後にあった：1点、 33週以前にあった二2点   

7．妊娠高血圧症候群（妊娠中毒症）といわれましたか？  

なし：0点、 軽症（血圧が14D／90以上160／110未満）1点  

重症（血圧が160／110以上）：5点   

8．羊水量に異常があるといわれましたか？  

なし：0点、 羊水過少：2魚 羊水過多：5点  

＿＿j  

＿＿一旦  

＿＿＿＿旦   

＿＿＿＿旦   

．＿＿＿＿＿＿旦   

＿＿＿＿旦  

9．胎盤の位置に異常があるといわれましたか？   

なし‥0点、低位胎盤‥1点、前置胎盤‥2点、前回醐で前置雄二5点－＿＿旦  

川．赤ちゃんの大きさに異常があるといわれましたか？  

なし：0点、 異常に大きい：1点、 異常に小さい：2点   

11．赤ちゃんの位置に異常があるといわれましたか（妊娠36週以降）？  

なし二0魚 初産で下がってこない：1点、 逆子あるいは横位：2点  

＿＿＿＿＿＿旦  

1～11の点数を合計してみてください。   総合点致  点  

判 定 基 準－－一…・“一鵬一叫、仰叫・－－■－一肌h川・叫ニー・t鵬 、  

0～1点：現在のところ大きな問題はなく心配はいりません  

2～3点：ハイリスク妊娠に対応可能な病院と密掛こ連携している施設での妊婦健診、分娩を  

考慮してください  

4点以上：ハイリスク妊娠に対応可能な病院での妊婦健診、分娩を考慮してください  
㌔■帥－－・一・一－一肌・・叩▼Ⅳ一、t伸一q一句t■仙・・・・・・ht－－－－．．・．．・＿・一・・叫，間．．鵬間．－＿－＿．－卜▼．．．…＿．．｝＿鵬▲．仇Ⅵ－Ⅶ【．．，．＝「；．．．，．．．州．＿．†≠ノ   

＊医学的に不明な点や、適切な医療機関の情報等については主治医・助産師にお尋ね下さい。  
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7．広島県  

産期オープンシステムポスター  

地域の産編A組と県立広島病院が連携する  

∴・こ二∴二三モー㌔＿・∴ ∴・＿＿＿、、≒モー ∴ 二．  
通常の妊婦健診は、かかりつけの産婦人科医院やグノニックで、都合の良い那毒に受けられるっ  
自宅に近い施設で健診を受けられるので、退院時問や待ち時間が少なくてすむ〔  

投tえのかがjつしう  

吾亨．き人嶺l孟宗  妊娠中に急な異常がおこった時には、  

いつでも分娩予定の専門病院で対応してもらえる  

必要があれば入院もできる。  

、分娩は設備やスタッフなと  

態勢の整った専門病院で管理してもらえるシ  

母親学級なども分娩予定病院に通院している  

妊婦さんと同じように受けることができる、  
労碩の時にあまり空相し；みてない匿抗や棄浅スタ・ノウに診てもらうことに不更や  

心記章憑し：る方ミ、おられると兄いますが、†淫許苑呈諒と分綬病院の連携が十鋸こ  

てきていれ：∫琵学的に；ま大き古文貯まきりませんさ  

連携 餌耶  
手衛革∴㌧ト ホICU  

分鴇清  通常の  

疫韓ミ窪芸を  

「周産酎－ブンシステム」は厚生労働省の補助を受け、「周産期医療施新一プン病院化モデル事割として平成19年度末までの期間実凱ますp  
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県立広島病院周産期オープンシステムパンフレット  （広島県資料）   

県立広島病院の  

；茫i竃計・．こ－．、、．ニ‥＿・  

通常の妊婦洩音をは、かがノつけの崖緒人絹医筑やクリニックで、   

溺合の長い崇時に受けられる。  

自宅に近い施設で後詰置受けられるの‾ご、追号定時問や署毒ち鴨l茎げ   

少なくてすも。  

′．姓韻中に急な異常がおこった時に乙ま、いつでも分娩予定の   

寄門病院で対応してもらえる。必要力鳩れば入院もできるぐ  

上告娩〔詫筐愕やスタンフなど襲繋の撃った軍門病院で   
管理してもうえ詩亡   
母浅学液なとも分娩予法講宗に通院していさ妊婦さんと現し：ように   

受けることができる，   

男一義の勘こあ怠り廠をじみでない医師や蓉詣スタニ′フにち多て   
もらうことに不等や心配を！芸じる万もおられると思い資すが、   

健診電設と合喩肩踪の逗葦が十分にで撃てい叫宗鑑学的にiよ   

大をな貰掛ヱかば法ん。  

妊娠がわかったらお産をする病院を決めて、妊娠中知ら  

その先生に診てもらう。というのが、これまでの一般的な  

分鴇のスタイルでした。  

しかし、最近は分場を撮っていない産婦人科露蔭や  

クリニックがi曽えたたわ、お産をする病院で飽診を受ける  

ためには時間をかけて遠くまで通院しなければいけない、  

という閏規がでてきました¢そこで、妊娠の異常や全備疫  

などのない妊婦（ローリスク妊婦）さんの場合には、健診は  

近くの産婦人科で受けて、分娩は書門的態勢の整った  

病浣で行う、という新しいスタイルが取り入れられ始め  

ました。  

これを「詞慶喜月オープンシステム」と呼びますが、アメリカや  

ヨーロッパでは以前から一般的な健診、分娩のスタイルと  

地域の  
かかりつけ蓉妊人斡怒張  

県立広島甜 
相和  

して定治しています。  ご自宅  

∴∴∴：i  し  
し∴示．ム山刷〟叫J  

手相罫  
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 （広島県資料）  院
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周産期オープンシステムパンフレット  

登環医療機関と県立広島病院の役割分担  

＝廷琵＝に買得三：）′発見されノリ号㌣J川里つiチJ．偏拷人章  
二…主計称6など、かがノつりの惹請人言上…Ei景で竜・J広が≡箕   

いつでも県立広島病院で罠空ヌ；応ク）禁宗を葺けるここ一  

≡こモミj辞された時；ま、いつでも環五広旦，‡：弓ざ嘉2の琶；三肥ミ≡㌻に空望て蔓ま‘㌻  

に、出血、法議定と♂）気になる定競があが毒しこ、  

また∵払望亮一■あれば入！諾していただけ慧㌻ 篭鰹乙のかかりつけ   
羞量人論匡宗  
：萱叢医啓伍習1  

この整合バ封蕃誉相賀焉  にお下  

1・－．弓  

伸一つけ。蘭麦∴斉接ぎ軍   

≡たミュU．ミエ払込ゴ竃≡rJ′  

こちちモーモー＝希望にぁわせT  

愛車うh志‘j一 

迂墟の  
確認  

亀診を鎧読  隻詮を経続  

妊娠初男  

竺1■字㌫の烹7寸亡妻り、  

ブ′1J′、lノつけ符重婚人右l芸緩て、′  

－ ＿＝∵「〉1∴た「こパ  

還クー】夫そ持って  
虹王広見頸感遥抒．人モ粍  

至已をしてくださし、t  

：：一三鳥霊烏月1として、  

ブ＿・ニ吏・会㌫芦㌫  こ∴、二二・’  

む；－三す、   

分娩の予約   
リスクの評価   

・L二二’，、：二∵∴＿こ∴二づF＝「、上’－■「：  

肯し㌧††㌢聖子釣の手許さそして≒＿、ただ才せて℡  

三；こ・、江沼言文竺；こつい7F）説明も吉子いま計ク．て  

こ養竺打．三）li宅建いたナご：す三すぐ  

娃読21遇頃  

≡一ミ立芸且馬琵でく技芸きを更けて／たさい。  

：■ヌー．、丁・．：J■、L・Tl－、   
シ：、・■＝∵－・【lこ＝．・ヽ■こ∴  県立広島病快  

湧⊥プン海苔院）  
j文意・吉ぎ諒ぎざ響けて  

広島ハスセンター  広島㍍立奄寸流産町達磨卜広島遠巨品〉行き   

→「県病院前」下車  

広島駅＆巻く比治山下経由〉広畠清く字晶）行き   

→「県病院前」下窒  

㌫竃西広島訳①蕃広島達（李晶）行き   

→「県病院前」下車 

八丁堤一仁保戸坂老衰い2号）仁保沖田】行き   

－「尾病院前」下草  

広島訳一等同一領域黄泉（31号）県病院方面行き   

→l■県摂院前j下車  

広畠斯から   り〈スセンターから  

琶蔓草場  

第一5主聖域   ／第二娃軍土芸  

平和大：至り  

Il  

県立産基会娼  

ヨ恕2号  南区役所  

広美抒封富浦  

テレビ  
詞広品  

一県王広昌夫  

広島迄  
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（広島県資料）  

2。。7年 月 日  く苧苧   

周産期オープンシステム利用者アンケート  

甲甲＋ アンケート記入日  

1．あなたの年齢を教えてください  

2．今回は何回目のお産でしたか。  

a．はじめて  b．（  回目）  

3．お仕事はされていましたか。  

a．フルタイム  b．パートタイム  c．自営業  d．妊娠したので退職  

e．産休・育休中  f．していない  

4．ご自宅から県病院までの通院所要時間はどのくらいでしたか。   

（お勤め先から直接通院された方は，お勤め先からの所要時間をお答え下さい）  

a．30分以内  b．30分～1時間  c．1時間以上  

5．ご自宅から健診を受けたクリニック（病院）までの通院所要時間はどのくらいでしたか。  

（お勤め先から直接通院された方は，お勤め先からの所要時間をお答え下さい）  

a．30分以内  b．30分～1時間  c．1時間以上  

6．県病院での受け付けから診察終了までの平均的な所要時間はどのくらいでしたか。  

a．1時間以内  b．1～2時間  c．2～3時間  d．3時間以上  

7．健診を受けたクリニック（病院）での受け付けから診察終了までの平均的な所要時間は  

どのくらいでしたか。  

a．1時間以内  b．1～2時間  c．2～3時間  d．3時間以上  

8．今回の妊娠前に，（セミ）オープンシステムというお産の形式を，ご存知でしたか。  

a．はい  b．いいえ  

設問8で「a．はい」とお答えになった方にお聞きします。   

（セミ）オープンシステムのことをどちらでお知りになりましたか。（複数回答可）  

a．病院の医師から聞いて知っていた  

b．家族，友人から聞いて知っていた  

c．マタニティ雑誌，テレビ，インターネット等のメディアを通して知っていた  

d．その他  

設問8で「b．いいえ」とお答えになった方にお聞きします。   

（セミ）オープンシステムというお産の形式を，どちらでお知りになりましたか。  

a．クリニックの医師から聞いて初めて知った  

b．県病院の医師から聞いて初めて知った  

c．その他  
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（  ）  

9．今回の分娩にあたり，医師からセミ・オ山プンシステムの説明を聞き（あるいはパンフレットを  

お読みになって），このシステムをご理解いただけましたか。  

a．よく理解できた  b．大まかに理解できた  

c、あまり理解できない  d．全く理解できなかった  

10．今回，セミ・オープンシステムをご利用になった理由は。（複数回答可）  

a，クリニックで勧められたから  

b．堤重圧で勧められたから  

c．前回も同じような形で分娩したから  

d．ご本人またはご主人の希望で  

e．自宅近くの開業医が分娩を取り扱っていなかったから  

f．家族，友人の薦め  

g．万が｝の安心のため  

h．その他 （  

1Lクリニックと県病院の諸対応はいかがでしたか。  

a．特に変わらない  b．異なる  c．分からない  

設問11で「b．異なる」とお答えになった方にお聞きします。   

どのような点が，異なると感じられましたか。（複数回答可）  

a．助産師，看護師の対応・ケアの仕方  

b．医師の対応（診察内容，超音波，内診など）  

c．  ／J  （説明の仕方，分かりやすさ）  

d．   ′′   （質問のしやすさ）  

e．  J／  （妊娠中の諸指導一目常生活，仕事，旅行等）  

仁 診察時間  

g．待ち時間  

h．診察費用   

i．その他（  

具体的にどのような点が違ったか，お書き下さい。  

12．今回の妊娠中，夜間や休日に出血，腹痛などのトラブルのため県病院に救急で受診したことが  

ありますか。  
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a．なかった  b．あった  

設問12で「b．あった」とお答えになった方にお聞きします。   

その時，最初に連絡したのはどちらですか？また，その理由をお書きください。  

a．クリニック  b．県病院  c．その他の医療機関  

d．救急車・その他（  

理由 （例）予め，時間外や異常時は県病院に連絡するよう説明されていたので。   

13．セミ・オープンシステムについてどのように思われますか。  

a．従来の方式どおり妊婦健診も分娩も同じ施設で行うのがよい  

b．利便性（クリニック）と安全性（病院）を併せ持つこのようなシステムの方がよい  

c．産婦人科施設や医師の減少を考えると，このようなシステムはやむを得ない  

d．その他  

コメント欄  

14．次回の出産の際にも，今回のようなセミ・オープンシステムを利用したいと思いますか？  
a．利用したい  b．利用したくない  c．どちらともいえない  

15．今回，セミ・オープンシステムをご利用されて感じたこと，少子化，子育て，医療等に関するご   
意見，ご要望等がございましたら，ご記入ください。特に経産婦さんの場合，前回の分娩と比べ  

てどう違ったかについてご意見をお聞かせ下さい。  

クリニックに対して   
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病院に対して  

国・地方自治体に対して（要望など）   

ご協力ありがとうございました。最後に，もしおさしつかえなければご氏名を記入いただければ  

アンケート結果の分析上幸いです。  

ご氏名  
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